
長
崎
人
、
福
地
桜
痴
の
上
京

―
―
苟
庵
の
書
簡
か
ら
―
―

丹
羽
み
さ
と

は
じ
め
に

明
治
三
十
九
年
一
月
八
日
、
新
聞
記
者
、
政
治
家
、
戯
曲
家
な
ど
多
彩
な

顔
を
持
つ
福
地
桜
痴
（
源
一
郎
）
の
葬（
１
）儀が
、
芝
の
増
上
寺
本
堂
に
て
営
ま

れ
た
。
そ
こ
に
は
「
社
会
の
上
中
下
流
を
籠
め
た
る
一
小
天（
２
）地」
が
見
ら
れ

た
と
い
う
。

会
葬
者
に
は
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
、
岩
崎
久
弥
、
大
槻
如
電
、
菊
池
大
麓

な
ど
、政
財
界
や
学
界
の
実
力
者
に
加
え
、竹
柴
其
水
や
市
川
高
麗
蔵
と
い
っ

た
演
劇
界
の
著
名
人
、
そ
し
て
新
聞
関
係
者
や
新
橋
待
合
五
業
組
合
の
人
々

な
ど
の
姿
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
も
し
九
代
目
市
川
団
十
郎
や
仮
名
垣
魯
文
、

山
々
亭
有
人
、
三
遊
亭
円
朝
な
ど
が
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
姿
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
桜
痴
は
そ
の
語
学
力
や
、
渡
航
経
験
を
生
か

し
て
、
彼
ら
の
活
動
に
新
風
を
吹
き
込
む
べ
く
、
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

た
め
で
あ（
３
）る。

生
涯
を
通
し
て
幅
広
い
人
脈
を
培
っ
て
き
た
桜
痴
で
あ
る
が
、
社
交
的
な

性
格
は
、
父
親
の
福
地
苟
庵
（
載
世

別
号
石
橋
、
浄
慶
、
魯
庵
）
譲
り
で

あ
っ
た
。
長
崎
の
町
医
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
苟
庵
は
、「
点
茶
と
俳

（
４
）諧」
を
得
意
と
し
、
同
地
で
多
く
の
名
士
と
交
流
を
深
め
て
い（
５
）た。
桜
痴

が
安
政
年
間
に
上
京
す
る
際
に
は
、
幕
府
の
高
官
や
学
者
に
宛
て
た
紹
介
状

つ

て

を
、
数
多
く
持
た
せ
て
い
る
。
桜
痴
は
上
京
後
、
こ
れ
ら
の
伝
手
を
頼
り
、

交
際
を
広
げ
た
。
通
弁
官
と
し
て
仕
官
が
叶
っ
た
の
は
、
桜
痴
自
身
の
実
力

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
苟
庵
が
通
詞
や
外
国
奉
行
な
ど
と
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
影
響
も
、
看
過
で
き
な
い
。

文
久
元
年
十
二
月
二
十
二
日
、
桜
痴
は
開
市
開
港
延
期
交
渉
の
通
弁
方
と

し
て
、
欧
州
へ
渡
航
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
石
炭
の
補
給
の
た
め
二
日
間
、

長
崎
に
留
ま
っ
た
桜
痴
は
、
苟
庵
と
久
々
に
対
面
を
果
た
し
、
翌
年
の
正
月

元
旦
、
欧
州
へ
と
出
航
す
る
。
こ
れ
が
親
子
の
永
訣
と
な
り
、
苟
庵
は
約
五

ヶ
月
後
の
文
久
二
年
五
月
七
日
、「
乃
父
に
代
り
て
有
用
の
人
と
な
れ
。
是

れ
我
志
な
り
」（
福
地
桜
痴
「
石
橋
先
生
伝
」『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
十
七

年
六
月
三
十
日
）
と
い
う
言
葉
を
家
人
に
託
し
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

苟
庵
に
つ
い
て
は
、
桜
痴
の
「
石
橋
先
生
伝
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治

十
七
年
六
月
二
十
八
・
三
十
日
）
や
「
懐
往
事
談
」（『
国
民
之
友
』
明
治
二

十
五
年
十
一
月
以
降
連
載
）、
桜
痴
の
子
で
あ
る
福
地
信
世
の
「
長
崎
と
上
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海
の
往
事
（
福
地
苟
庵
翁
の
書
簡
よ
り
）」（『
支
那
』
大
正
十
五
年
三
月
）

な
ど
に
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
川
邊
眞
蔵
『
福
地
桜
痴
』

（
三
省
堂

昭
和
十
七
年
）
や
坂
本
多
加
雄
「
福
地
桜
痴
と
明
治
維
新
」

（『
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
』
昭
和
五
十
九
年
三
月
）、
渡
辺
展
亨

「
福
地
桜
痴
」（『
日
本
近
代
文
学
館
』
平
成
十
年
六
月
〜
平
成
十
三
年
五

月
）、
亀
田
一
邦
「
福
地
苟
庵
小
伝
」（『
幕
末
防
長
儒
医
の
研
究
』
知
泉
書

館

平
成
十
八
年
）
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
桜
痴
研
究
の
俎
上
に
載
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
苟
庵
の
書
簡
を
通
し
て
、
上
京
後
の
桜
痴
の
動
向
と
苟
庵
の
影

響
な
ど
を
考
察
し
た
い
。

現
在
、
日
本
近
代
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
苟
庵
の
書
簡
は
、
昭
和
四

十
三
年
四
月
に
桜
痴
の
親
族
か
ら
寄
託
さ
れ
、
一
年
後
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
桜
痴
が
上
京
し
た
安
政
五
年
か
ら
、
欧
州
へ
旅
立
つ
文
久
元
年
ま

で
の
書
簡
十
点
が
、
時
系
列
で
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
信

世
に
よ
っ
て
「
太
府
君
福
地
源
輔
よ
り
府
君
源
一
郎
に
与
へ
た
る
書
簡
数
多

之
中
よ
り
十
通
を
択
て
こ
の
巻
と
な
す
」
と
、
そ
の
成
立
経
緯
が
記
さ
れ
て

い
る
。
書
簡
の
日
付
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

安
政
五
年
十
二
月
二
十
四
日
（
安
政
六
年
二
月
三
日
桜
痴
披
見
）

②

安
政
六
年
四
月
二
十
六
日（
安
政
六
年
六
月
二
十
一
日
桜
痴
披
見
）

③

安
政
六
年
七
月
二
十
五
日

④

安
政
六
年
八
月
十
七
日
（
安
政
六
年
九
月
二
十
一
日
桜
痴
披
見
）

⑤

安
政
六
年
十
一
月
十
七
日

⑥

安
政
六
年
十
二
月
二
十
四
日

⑦

万
延
元
年
閏
三
月
七
日
（
万
延
元
年
五
月
八
日
桜
痴
披
見
）

⑧

文
久
元
年
六
月
十
五
日

⑨

文
久
元
年
八
月
二
十
三
日

⑩

文
久
元
年
十
月
十
五
日

な
お
本
論
中
の
引
用
文
に
は
、
適
宜
ル
ビ
を
省
略
し
、
句
読
点
、
濁
点
を

付
与
し
た
。

１

桜
痴
の
上
京

桜
痴
は
江
戸
に
出
て
き
た
時
の
こ
と
を
、「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
二

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
七
日
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

源
一
郎
は
長
崎
士
人
の
気
風
に
合
は
ず
。
又
、
長
崎
に
居
て
、
地
役
人

よ
ぢ

や

だ

た
る
を
甘
ん
ぜ
ず
。
東
遊
し
て
青
雲
を
攀
る
の
志
あ
り
け
る
に
、
矢
田

ぼ
り
け
い
ざ
う

堀
景
蔵
、
榎
本
釜
次
郎
の
諸
君
、
時
に
海
軍
伝
習
と
し
て
長
崎
に
来
り
。

源
一
郎
に
勧
む
る
に
、
東
行
を
以
て
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
源
一
郎
は
安
政

四
年
の
冬
、
矢
田
堀
氏
に
随
従
し
て
、
江
戸
に
来
れ
り
。

安
政
四
年
の
冬
に
上
京
し
た
と
い
う
こ
の
記
事
は
、
野
崎
左
文
の
求
め
に

従
い
、
桜
痴
が
明
治
十
八
年
に
書
き
送
っ
た
も
の
で
あ（
６
）り、「
誤
字
落
字
と

思
は
る
ゝ
所
の
み
を
正
し
、
其
他
は
一
点
も
筆
を
加
へ
ず
し
て
、
転（
７
）載」
し

た
略
伝
で
あ（
８
）る。し
か
し
な
が
ら
、桜
痴
が
記
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
年
譜
「
仕

途
日
記
」（『
還
魂
紙
料
』
大
正
七
年
）
に
は
、「
五
年
戊
午
（
中
略
）
十
二

月

御
軍
艦
頭
取
矢
田
堀
景
蔵
に
従
ひ
、
咸
臨
丸
御
船
ニ
而
、
江
戸
ニ
来
ル
」

と
あ
り
、
一
年
の
ず
れ
が
生
じ
て
い（
９
）る。

近
年
の
研
究
で
は
、安
政
五
年
説
が
主
流
と
な
っ
て
お（

１０
）り、お
そ
ら
く
「
安

政
四
年
」
は
桜
痴
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
桜
痴
が
乗
船
し

た
咸
臨
丸
は
、
安
政
四
年
八
月
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
に
到
着
し
、
し
ば
ら
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く
長
崎
近
海
で
操
船
訓
練
を
行
っ
た
後
、
翌
年
の
十
二
月
に
勝
麟
太
郎
お
よ

び
矢
田
堀
景
蔵
を
指
揮
官
と
し
て
、
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
る
た
め
で
あ（

１１
）る。

桜
痴
が
咸
臨
丸
に
乗
船
し
て
い
た
こ
と
は
、安
政
五
年
十
二
月
二
十
四
日
、

苟
庵
が
書
き
送
っ
た
書
簡
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
船
発
帆
便
ニ
、
一
筆
申
進
候
。
咸
臨
船
抜
碇
後
ハ
、
好
天
気
の
ミ

ニ
而
、
夜
間
少
々
俄
雨
も
有
之
候
と
も
、
船
路
ハ
定
而
好
順
と
存
候
。

宿
本
よ
り
日
々
指
を
屈
し
、
行
程
を
相
計
り
候
ニ
、
最
早
頃
日
ハ
浦
賀

江
着
ニ
可
相
成
と
存
候
。
直
様
江
都
ニ
乗
入
ニ
相
成
候
や
。
又
ハ
初
計

の
通
り
、
浦
賀
に
て
も
越
年
に
や
。
い
づ
れ
江
都
着
之
上
ハ
、
速
か
に

書
状
肝
要
ニ
奉
存
候
。

天
候
も
よ
か
っ
た
の
で
順
調
に
船
は
進
ん
だ
だ
ろ
う
、
今
頃
は
ど
の
辺
り

に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
う
浦
賀
に
は
着
い
た
だ
ろ
う
か
、
年
越
し
は
ど
こ

で
行
う
の
だ
ろ
う
、
無
事
に
江
戸
に
着
い
た
ら
手
紙
を
出
し
な
さ
い
、
と
あ

し
た
た

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
親
心
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
簡
に
は
、「
森
山
、

西
な
ど
の
手
伝
ひ
な
ど
然
べ
し
。矢
田
堀
様
へ
よ
ろ
し
く
致
声
あ
る
べ
き
事
。

永
持
様
、
御
親
切
ハ
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
事
。
と
か
く
身
分
を
考
へ
、
卑
下
第

一
也
」
と
、
通
詞
の
森
山
多
吉
郎
や
西
吉
兵
衛
、
咸
臨
丸
の
艦
長
役
で
あ
っ

た
矢
田
堀
景
蔵
、
そ
の
矢
田
堀
や
勝
海
舟
と
と
も
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
重

用
さ
れ
、
長
崎
奉
行
支
配
吟
味
役
と
な
っ
て
い
た
永
持
亨
次（

１２
）郎な
ど
へ
の
対

応
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
に
到
着
し
た
桜
痴
は
、
彼
ら
と
の
関
係

の
中
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
く
。

桜
痴
は
ま
ず
、
軍
艦
操
練
所
の
教
授
方
頭
取
で
あ
っ
た
矢
田
堀
景
蔵
の
塾

に
寄
宿
し
、
そ
の
後
、
水
野
筑
後
守
忠
徳
の
食
客
と
な
っ（

１３
）た。
水
野
は
安
永

四
年
四
月
か
ら
約
半
年
間
、
長
崎
奉
行
と
し
て
赴
任
し
て
お（

１４
）り、
こ
の
頃
、

苟
庵
も
長
崎
奉
行
所
配
下
の
唐
人
屋
舗
出
入
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
い（

１５
）た。
苟

庵
の
書
簡
に
は
何
度
か
水
野
忠
徳
、
そ
し
て
そ
の
家
老
、
廣
川
忠
左
衛
門
の

厚
意
に
対
す
る
謝
意
が
記
さ
れ
て
お（

１６
）り、
直
接
の
交
流
が
両
者
の
間
に
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

安
政
六
年
春
か
ら
桜
痴
は
、
小
石
川
金
剛
寺
坂（

１７
）上に
位
置
す
る
森
山
多
吉

郎
家
の
塾
生
と
な
り
、
そ
こ
で
英
語
を
学
び
始
め
た
。
福
沢
諭
吉
と
出
会
っ

た
の
は
こ
の
森
山
の
塾
で
あ
る
。
開
港
間
も
な
い
横
浜
に
出
掛
け
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
通
じ
な
さ
に
落
胆
し
、
英
語
の
習
得
を
志
し
た
と
い
う
福（

１８
）沢と
異
な

り
、
桜
痴
は
英
語
を
学
び
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
語
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
以
前
、
西
洋
の
言
語
と
し
て
ま
ず
認
識
さ
れ
て
き
た
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た
。
桜
痴
も
安
政
二
年
か
ら
阿
蘭
陀
大
通
詞

名
村
八
右
衛
門
の
も
と
で
学
ん
で
い
る
。
坂
本
多
加
雄
は
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
「
当
時
唯
一
の
外
国
文
明
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
に
居
住
す
る
に
及
ん

で
、
苟
庵
は
、
そ
の
本
来
の
「
実
学
」
的
志
向
か
ら
、
源
一
郎
が
西
洋
の
新

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
」（「
福
地
桜
痴
と
明
治
維

新
」
前
出
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
苟
庵
は
、
オ

ラ
ン
ダ
語
よ
り
も
「
実
学
」
的
な
外
国
語
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

当
地
も
和
蘭
学
ハ
追
々
す
た
り
、
英
魯
の
学
ト
一
変
す
べ
き
時
儀
ニ
御

座
候
。
先
便
に
も
申
通
り
、
唐
訳
士
な
ど
和
蘭
訳
士
の
膝
を
屈
せ
ず
、

日
々
英
人
、
米
人
な
ど
に
接
し
、
英
学
を
励
ミ
申
候
。
追
々
出
来
立
候

よ
し
。
以
前
の
長
崎
風
も
一
変
し
て
、
出
精
家
多
く
相
成
申
候
。
是
に

然
る
も
其
許
の
事
の
ミ
あ
ん
じ
申
候
。
何
卒
油
断
な
く
精
勤
致
さ
れ
、

天
晴
英
魯
の
事
に
も
通
達
し
て
、
時
機
に
後
れ
ざ
る
様
、
次
々
心
掛
ら

る
べ
し
。

（
安
政
六
年
四
月
二
十
六
日
付
書
簡
）
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長
崎
で
も
、
昨
今
、
英
語
や
ロ
シ
ア
語
を
使
用
す
る
学
問
の
人
気
は
高
く
、

直
接
外
国
人
と
接
し
て
勉
学
に
励
む
人
々
が
多
く
な
っ
て
き
た
、
桜
痴
も
時

代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
さ
い
、
と
苟
庵
は
言
う
。
結
局
、
桜

痴
は
英
語
を
選
択
し
た
が
、
苟
庵
と
し
て
は
、「
方
今
の
時
勢
を
見
る
に
、

英
米
ハ
終
に
長
久
の
事
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。世
ハ
程
な
く
魯
に
帰
す
べ
し
。

今
よ
り
其
心
得
を
以
て
、
魯
学
な
ど
心
が
け
た
る
べ
し
」（
安
政
六
年
十
二

月
二
十
四
日
付
書
簡
）
と
、
英
語
よ
り
も
ロ
シ
ア
語
の
方
が
、
有
用
性
が
高

い
と
認
識
し
て
い
た
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
苟
庵
は
、
桜
痴
が
東
上
す
る
際
、「
水
野
、
岩
瀬
、

永
井
、川
路
お
よ
び
平
山
謙
次
郎
、永
持
亨
次
郎
、柴
田
貞
太
郎
の
諸
氏
（
い

（
マ
マ
）

づ
れ
も
幕
吏
）
僧
家
に
て
は
林
図
書
助
（
藕
潢
）、
安
積
艮
齋
、
古
賀
謹
堂

（
蕃
書
調
所
頭
取
）、
蘭
学
家
に
て
は
伊
東
玄
朴
、
杉
田
成
卿
、
箕
作
阮
甫

の
諸
氏
へ
宛
た
る
」（「
懐
往
事
談
」
第
五
回
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
六
年

三
月
三
日
）
紹
介
状
を
携
行
さ
せ
て
い
る
。長
崎
の
町
医
で
あ
っ
た
苟
庵
が
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
高
官
や
著
名
な
学
者
た
ち
と
知
遇
を
得
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
亀
田
一
邦
は
、
こ
の
紹
介
状
が
「
嘉
永

六
年
の
ロ
シ
ア
使（

１９
）節の
応
接
に
西
下
し
た
人
物
を
多
く
含
み
、
そ
の
際
に
苟

庵
と
ま
と
ま
っ
た
交
流
が
持
た
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

（「
福
地
苟
庵
小
伝
」
前
出
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
亀
田
は
具
体
的
な
人
名

を
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、当
時
、長
崎
で
ロ
シ
ア
人
一
行
の
応
接
役
に
当
た
っ

て
い
た
の
は
、
長
崎
奉
行
の
水
野
筑
後
守
忠
徳
や
御
勘
定
奉
行
の
川
路
左
衛

門
尉
聖
謨
、
御
徒
目
付
の
永
持
亨
次
郎
や
御
儒
者
の
古
賀
謹
堂
ら
で
あ
る
。

森
山
多
吉
郎
も
こ
の
時
、
通
詞
と
し
て
同
席
し
て
い（

２０
）た。

ま
た
、
苟
庵
の
養
父
で
あ
る
福
地
嘉
昌
も
、
文
化
年
間
に
ロ
シ
ア
人
来
日

の
噂
を
聞
き
、
松
前
に
向
か
っ
た
こ
と
が
あ（

２１
）る。
苟
庵
は
こ
の
よ
う
な
周
囲

の
人
々
か
ら
、
ロ
シ
ア
、
ま
た
は
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
情
報
を
仕
入
れ
、
そ

の
優
位
性
を
想
定
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
安
政
六
年
の
頃
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
に
次
い
で
学
ぶ
べ
き

外
国
語
は
英
語
で
あ
る
、
と
い
う
福
沢
の
よ
う
な
直
線
的
な
発
想
が
、
苟
庵

と
桜
痴
に
は
希
薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
地
信
世
は
、「
東
洋

は
英
語
で
な
け
れ
ば
行
け
ぬ
と
云
ふ
事
を
苟
庵
が
感
じ
た
の
で
、
源
一
郎
も

左
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
」（「
長
崎
と
上
海
の
往
事
（
福
地
苟
庵
の
書
簡
よ

り
）」
前
出
）、
と
述
べ
て
い
る
が
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
、
桜
痴
が
英

語
学
習
を
選
択
し
た
の
は
、
偏
に
森
山
多
吉
郎
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

森
山
は
、
長
崎
地
役
人
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
英
語
に
も
通

じ
て
お
り
、
江
戸
に
お
い
て
は
中
浜
万
次
郎
の
ほ
か
、
森
山
の
み
が
、
英
書

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

の
秘
書
官
と
し
て
同
行
し
て
い
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
は
、
森
山
と
英
語
で
海

外
情
報
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
記
し
て
い（

２２
）る。
上
京
後
、
苟
庵
か
ら
時
勢

に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
語
で
は
な
く
英
語
を
学
習
し

始
め
た
の
は
、
森
山
家
に
寄
宿
し
て
い
た
桜
痴
に
と
っ
て
は
、
自
然
な
選
択

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

２

通
詞
と
し
て
の
登
用
と
事
件

桜
痴
が
幕
府
に
登
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、森
山
で
あ
っ
た
。

「
仕
途
日
記
」
に
は
、
安
政
六
年
の
出
来
事
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

五
月
廿
七
日

品
川
沖
英
吉
利
船
渡
来
ニ
付
支
配
森
山
多
吉
郎
申
合
通
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弁
御
用

六
月
十
一
日

金
川
御
開
港
御
用
ニ
付
出
張

七
月
八
日

御
雇
通
詞
被
仰
付

ま
ず
、
桜
痴
は
森
山
の
部
下
と
し
て
、
通
訳
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
月
の
横
浜
開
港
に
よ
り
、
江
戸
と
金
川
（
神
奈
川
）
を
行
き
来
す
る
よ
う

に
な
り
、
七
月
八
日
、
正
式
に
幕
府
御
雇
通
詞
と
し
て
、
登
用
さ
れ（

２３
）た。
そ

の
報
告
を
受
け
た
苟
庵
は
、
次
の
よ
う
な
返
簡
を
送
っ
て
い
る
。

七
月
六
日
之
書
牘
、
八
月
十
三
日
相
届
致
披
見
候
。（
中
略
）
七
月
五

日
、
御
用
ニ
而
御
雇
中
、
御
手
当
と
し
て
は
、
拾
人
扶
持
被
下
置
候
由
、

誠
ニ
以
難
有
仕
合
。
此
書
信
を
承
り
、
雀
躍
不
啻
、
即
十
五
日
、
家
祖

嘉
昌
翁
之
尊
像
へ
酒
餅
を
備
へ
、
三
宝
ニ
其
許
之
書
牘
を
置
候
而
、
親

族
を
集
め
、
祝
盃
を
酌
か
ハ
し
、
相
よ
ろ
こ
び
申
候
。
其
許
様
、
廿
歳

未
満
ニ
し
て
、
落
魄
之
書
生
、
御
擢
用
を
蒙
り
、
殊
ニ
過
分
之
俸
米
を

賜
る
事
、
国
家
之
鴻
恩
、
後
来
粉
骨
細
身
し
て
も
奉
報
べ
き
事
肝
要
也
。

第
一
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
ハ
、
他
姓
を
不
冒
、
福
地
苟
庵
倅
と
云
を
以
て
、

出
身
、
新
に
一
家
を
創
業
せ
ら
る
べ
き
事
。
其
身
之
規
模
ニ
し
て
、
家

の
光
祥
、
祖
先
の
霊
魂
も
定
而
満
足
な
る
べ
し
と
存
候
。

（
安
政
六
年
八
月
十
七
日
付
書
簡
）

桜
痴
が
こ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
安
政
六
年
九
月
二
十
一
日
、
勤

務
先
の
「
神
奈
川
運
上
所
」（
現
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
一
）
で
あ
る
。
苟

庵
が
そ
の
就
任
に
狂
喜
し
た
御
雇
通
詞
と
し
て
、
同
所
に
詰
め
て
い
た
最
中

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
仕
途
日
記
」
に
は
、
七
月
八
日
に
同
役
を
仰
せ
付
け

ら
れ
た
と
あ
る
が
、
本
書
簡
に
よ
り
、
そ
れ
よ
り
二
日
前
、
七
月
六
日
に
は

御
雇
通
詞
の
内
定
と
、
そ
れ
に
伴
う
俸
禄
が
通
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

桜
痴
の
就
任
報
告
を
受
け
た
苟
庵
は
、
そ
の
書
簡
を
酒
餅
と
と
も
に
家
祖

嘉
昌
の
像
へ
備
え
、
親
族
を
集
め
て
祝
杯
を
挙
げ
た
。
多
少
過
剰
と
も
見
え

る
苟
庵
の
反
応
で
あ
る
。
孫
に
当
た
る
信
世
は
、
こ
れ
ら
苟
庵
の
書
簡
を
総

括
し
て
、「
太
府
君
、
長
崎
に
あ
り
て
、
常
に
心
を
府
君
之
事
に
置
か
れ
、

其
情
紙
面
に
細
や
か
な
り
」
と
記
し
て
い（

２４
）る。
確
か
に
、
苟
庵
の
書
簡
は
桜

痴
に
対
す
る
慈
愛
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
苟
庵
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
桜

痴
の
仕
官
を
喜
ん
だ
の
は
、た
だ
純
粋
に
息
子
の
出
世
を
誇
ら
し
く
思
っ
た
、

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
経
綸
の
学
を
以
て
、
幕
府
を
干
し
、
諸
侯
に
求

め
た
れ
ど
も
、
皆
容
ら
れ
」（「
石
橋
先
生
伝
」
前
出
）
な
か
っ
た
苟
庵
自
身

の
宿
願
が
、
息
子
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
苟
庵
は
、
な
に
よ
り
も
「
福
地
苟
庵
倅
」
と
し
て
桜
痴
の
仕
官
が

叶
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
た
。
こ
れ
は
他
家
に
生
ま
れ
た
嘉
昌
や
苟
庵
が
、

養
子
入
り
し
て
、
福
地
家
を
継
い
で
き
た
た
め
で
あ（

２５
）り、
桜
痴
も
一
度
養
嗣

子
と
し
て
名
村
家
で
起
居
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
苟
庵
に
は
、
嘉
昌
や
自

分
と
同
じ
よ
う
に
桜
痴
も
ま
た
、
他
家
を
相
続
し
、
身
を
立
て
る
の
か
、
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
幸
か
不
幸
か
桜
痴
は
福
地
家
に

戻
さ（

２６
）れ、「
福
地
」
源
一
郎
と
し
て
幕
府
に
仕
官
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
養

子
相
続
が
続
い
た
福
地
家
に
お
い
て
、
こ
れ
は
快
挙
と
い
う
よ
り
ほ
か
に
な

い
慶
事
で
あ
っ
た
。

江
戸
に
来
て
約
半
年
、
通
弁
と
し
て
仕
官
の
道
が
開
け
た
桜
痴
で
あ
っ
た

が
、
攘
夷
派
が
跋
扈
し
て
い
た
こ
の
時
代
、
そ
の
身
に
危
険
が
迫
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

万
延
元
年
十
月
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
が
、
赤
羽
根
の
外
国
人
応

接
所
か
ら
、
米
国
公
使
館
に
指
定
さ
れ
て
い
た
善
福
寺
に
帰
る
途
中
、
兇
徒

に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ（

２７
）た。
桜
痴
は
五
、
六
日
前
ま
で
こ
の
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応
接
所
に
詰
め
て
い
た
が
、
当
日
は
勤
務
時
期
で
な
か
っ
た
た
め
、
難
を
逃

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
、
文
久
元
年
五
月
二
十
八
日
に
起
き
た
高
輪
東

禅
寺
英
国
公
使
館
の
襲
撃
事
件
で
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。夕

刻
か
ら
小
雨
が
降
っ
て
い
た
こ
の
日
、
詰
所
に
戻
っ
た
桜
痴
は
、
小
間

使
い
に
蒲
団
を
ひ
か
せ
、
寝
床
に
就
い
た
。
そ
の
途
端
、
外
が
俄
に
騒
然
と

な
り
、
狼
藉
者
の
侵
入
を
告
げ
る
声
が
聞
こ
え
た
。
仲
間
と
共
に
飛
び
起
き
、

裸
足
で
詰
所
を
飛
び
出
す
と
、
小
雨
は
止
ん
で
い
た
も
の
の
、
月
も
な
く
、

暗
闇
で
あ
っ
た
。
狼
狽
し
つ
つ
役
所
を
開
け
て
い
る
と
、
兇
徒
を
討
ち
取
っ

た
別
手
組
の
某
が
生
首
を
携
え
て
来
た
。
一
番
首
の
高
名
を
、
そ
の
担
当
者

で
あ
る
桜
痴
に
記
録
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
二
十
歳
の
桜

痴
は
「
生
れ
て
初
め
て
人
間
の
生
首
を
見
て
実
に
驚
愕
し
て
為
す
べ
き
所
を

知
ら
ず
」（「
懐
往
事
談
」
第
七
回
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
六
年
四
月
十
三

日
）、
そ
の
護
衛
の
者
に
早
く
首
を
受
け
取
れ
と
、
一
喝
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ

た
。こ

の
事
件
で
、
イ
ギ
リ
ス
駐
日
公
使
館
一
等
書
記
官
と
し
て
江
戸
に
赴
任

し
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は
、
暴
徒
の
急
襲
を
受
け
て
、
左
腕
に

骨
ま
で
達
す
る
傷
を
負
っ
た
。
桜
痴
は
本
館
と
は
少
し
離
れ
た
詰
所
に
居
た

た
め
、
怪
我
を
す
る
こ
と
も
、
狼
藉
者
と
刃
を
交
わ
ら
せ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、
こ
の
、
か
つ
て
な
い
経
験
は
桜
痴
に
、
大
き
な
動
揺
を
与
え
た
。
事

件
か
ら
約
半
月
後
の
苟
庵
の
書
簡
に
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

言
及
さ
れ
て
い
る
。

本
書
相
認
、
未
托
駅
便
以
前
、
忽
消
息
到
来
、
近
状
承
之
、
安
心
此
事

ニ
御
座
候
。（
中
略
）
高
輪
東
禅
寺
闘
争
、
扨
々
お
そ
ろ
し
き
事
。
よ

く
ぞ
災
ニ
か
ゝ
ら
れ
ず
。
其
許
ハ
文
吏
の
事
な
れ
バ
、
と
か
く
右
等
の

場
合
ハ
逃
る
ニ
如
ハ
な
し
。
此
、
以
後
と
て
も
、
と
か
く
禍
を
逃
る
ゝ

計
策
、
第
一
ト
可
存
候
。

（
文
久
元
年
六
月
十
五
日
付
書
簡
）

苟
庵
が
返
書
を
定
期
便
に
託
す
よ
り
早
く
、
第
二
便
が
桜
痴
か
ら
追
送
さ

れ
て
き
た
。
父
親
の
心
配
を
憂
慮
し
て
か
、
桜
痴
は
事
件
の
経
過
を
二
度
に

わ
た
っ
て
苟
庵
に
書
き
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
東
禅
寺
事
件
の
詳
細
を

知
っ
た
苟
庵
は
、
息
子
の
身
を
案
じ
て
、
お
前
は
腕
に
自
信
が
あ
る
武
官
で

は
な
い
の
だ
か
ら
、
今
後
こ
の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
時
は
、
と
も
か
く

逃
げ
ろ
、
と
助
言
し
て
い
る
。

二
度
目
の
桜
痴
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
息
子
の
無
事
を
確
認
し
た
苟
庵
は
、

安
心
し
た
の
か
、「
京
師
祇
園
会
一
見
、
誠
ニ
美
々
敷
事
也
。
浪
花
ハ
さ
し

て
異
事
な
し
。
先
ハ
目
出
度
、
後
喜
之
時
を
期
す
。
匆
々
頓
首
」
と
の
ん
び

り
と
し
た
様
子
で
書
簡
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
当
時
、
上
方
に
来
て
い
た

苟（
２８
）庵は
、
六
月
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で
続
い
た
京
都
の
祇
園
祭
を
、
穏
や
か

な
気
持
ち
で
見
物
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

３

苟
庵
の
忠
告
と
桜
痴
の
動
向

書
簡
に
は
、
桜
痴
へ
の
助
言
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
の

は
、
次
の
よ
う
な
忠
告
で
あ
る
。

東
都
ハ
別
而
顕
官
の
中
ニ
周
旋
す
る
事
な
れ
バ
、と
か
く
多
言
を
慎
ミ
、

貞
実
第
一
た
る
べ
し
。（
中
略
）
能
々
謙
遜
ニ
し
て
も
、
人
の
娼
嫉
を

免
が
れ
候
様
可
被
致
。
豪
傑
の
士
ハ
必
ず
娼
嫉
を
免
が
れ
て
、
終
ニ
宿

志
を
遂
る
な
れ
バ
、
蠖
屈
の
心
得
第
一
な
る
べ
し
。

（
安
政
六
年
四
月
二
十
六
日
付
書
簡
）

知
識
を
ひ
け
ら
か
し
て
、
多
弁
を
弄
す
る
の
は
愚
か
な
行
為
で
あ
り
、
将

― 136 ―



来
の
為
に
は
慎
み
深
く
過
ご
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
忠
告
を
、
苟
庵

は
幾
度
と
な
く
書
き
送
っ
て
い（

２９
）る。
こ
の
よ
う
な
助
言
を
受
け
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
桜
痴
は
東
上
後
、
早
速
、
昌
平
坂
学
問
所
で
他
の
生
徒
の
学

力
を
貶
し
て
「
異
説
を
饒
舌
し
」（「
懐
往
事
談
」
第
五
回

前
出
）、
学
問

所
の
教
授
で
あ
っ
た
安
積
艮
齋
に
疎
ま
れ
た
。
艮
齋
は
、
苟
庵
が
紹
介
状
を

持
た
せ
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
し
か
も
右
書
簡
内
に
は
、「
安
積
先
生

及
箕
作
な
ど
、
定
而
折
々
周
旋
な
る
べ
し
。（
中
略
）
安
積
先
生
江
入
門
等
、

何
よ
り
相
よ
ろ
こ
び
申
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
出
世
の
糸
口
と
な
る
で
あ

ろ
う
艮
齋
へ
の
入
門
を
喜
ん
で
い
た
。
桜
痴
が
艮
齋
の
機
嫌
を
損
ね
た
こ
と

を
知
っ
た
苟
庵
は
、
さ
ぞ
か
し
落
胆
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
性
格
は
、

苟
庵
が
黄
泉
の
客
と
な
っ
た
後
も
、
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
余
が
持
説
を
世
上
に
試
る
の
機
関
」（「
新
聞
紙
実
歴
」
第
一
『
国
民
之

友
』
明
治
二
十
七
年
一
月
十
三
日
）
と
し
て
始
め
た
『
江
湖
新
聞
』（
慶
応

四
年
閏
四
月
三
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
）
で
は
、
薩
長
を
批
判
し
て
筆
禍
を

蒙
り
、
慶
応
四
年
五
月
十
八
日
に
投
獄
さ
れ
て
い（

３０
）る。
友
人
の
中
に
は
事
前

に
忠
告
し
て
く
れ
た
人
物
も
い
た
が
、「
年
少
の
客
気
に
誇
り
て
」、
こ
の
忠

告
を
無
視
し
た
。
苟
庵
の
心
配
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
一
例
で
あ
る
。

苟
庵
の
忠
告
は
衣
服
に
も
及
ん
で
い
る
。

長
崎
人
の
く
せ
と
し
て
少
し
意
を
得
る
事
あ
れ
バ
、
衣
服
調
度
に
美
を

競
ハ
ん
と
す
。
是
小
人
の
常
情
也
。
平
生
美
服
ハ
甚
見
苦
し
く
、
そ
の

見
識
も
見
ら
る
ゝ
者
也
。
努
め
て
長
崎
臭
を
免
が
る
べ
し
。

（
安
政
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
書
簡
）

「
京
の
女
郎
に
長
崎
ゐ
し
や
う
き
せ
て
、
ち
ゝ
や
ち
ん
〳
〵
、
ち
つ
く
り

江
戸
の
は
り
を
も
た
せ
て
、
大
坂
の
揚
屋
で
遊
び
た
い
」（
竹
田
出
雲
・
三

好
松
洛
・
並
木
千
柳
『
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
』
寛
延
二
年
初
演

黒
木
文
庫
本
）

と
い
う
こ
と
ば
が
古
く
か
ら
あ
る（

３１
）が、
苟
庵
も
長
崎
の
人
々
は
着
道
楽
だ
と

考
え
て
い
た
。
日
常
的
に
美
服
を
用
い
る
こ
と
は
見
苦
し
い
と
、
苟
庵
が
戒

め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら（

３２
）ず、
桜
痴
の
「
長
崎
人
の
く
せ
」
は
終
生
改
ま
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

日
本
服
は
何
時
も
流
行
を
外
さ
ず
、
凝
り
に
凝
つ
て
三
井
呉
服
店
に
注

文
し
、
又
染
物
は
竺
仙
に
限
り
、
毎
日
襦
袢
か
ら
上
着
羽
織
迄
、
一
切

着
替
へ
る
程
の
贅
沢
ゆ
ゑ
、
一
年
中
の
衣
類
は
箪
笥
三
十
棹
、
長
持
二

棹
に
余
り
、
遊
興
先
へ
ま
で
、
日
々
の
着
替
を
送
り
届
け
し
め
た
り
と

云
ふ
。
洋
服
の
古
と
、
和
服
の
新
と
、
其
差
殆
ん
ど
別
人
の
如
し

（「
桜
痴
逸
事
」
三
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
十
二
日
）

桜
痴
は
洋
服
に
関
心
が
薄
い
反
面
、
和
服
に
は
こ
だ
わ
り
、
数
多
く
の
着

物
を
誂
え
て
い
た
。
苟
庵
の
意
に
反
し
た
桜
痴
の
道
楽
は
、
多
く
の
人
々
に

印
象
深
く
刻
ま
れ
て
お
り
、柳
橋
の
芸
者
が
桜
痴
に
対
し
て
発
し
た
悪
口
も
、

「
福
地
の
衣
紋
竹
野
郎
が
」（
嘯
月
生
「
桜
痴
居
士
」『
文
芸
倶
楽
部
』
明
治

三
十
二
年
二
月
）
と
、
そ
の
着
道
楽
を
揶
揄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

桜
痴
が
染
物
を
任
せ
て
い
た
竺
仙
（
橋
本
素
行
）
は
、
喜
寿
と
な
っ
た
明

治
三
十
三
年
、『
恩
』
を
刊
行
し
た
。
乾
坤
二
冊
の
内
、
坤
巻
に
は
各
人
か

ら
の
書
画
詩
歌
な
ど
が
載
録
さ
れ
て
お
り
、
桜
痴
の
祝
辞
と
手
紙
も
、
こ
こ

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
単
な
る
商
売
上
の
関
係
を
越
え
、
親
交
を

結
ん
で
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
『
恩
』
の
乾
巻
に
は
、
細
木
香
以
や

馬
十
連
の
人
々
に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
十
連
と
は
、
嘉
永

五
年
初
冬
頃
成
立
し
た
、
遊
興
を
主
と
し
た
会
で
あ
る
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、

質
渡
世
を
営
む
斎
藤
是
仏
や
歌
舞
伎
狂
言
作
者
の
二
代
目
河
竹
新
七
（
其

水
）、
歌
舞
伎
俳
優
の
八
代
目
市
川
団
十
郎
、
新
吉
原
角
町
で
質
屋
を
営
む

今
井
安
右
衛
門
、
新
吉
原
の
幇
間
の
荻
江
露
助
（
の
ち
都
千
中
）、
田
子
七
、
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二
代
目
桜
川
善
孝
、
そ
し
て
竺
仙
な
ど
で
あ
っ
た
。

榎
本
破
笠
は
、「
柏
木
嘉
一（

３３
）郎」
な
る
人
物
を
仲
介
と
し
て
、
桜
痴
が
文

久
の
末
頃
か
ら
、
こ
の
馬
十
連
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い

（
３４
）る。
そ
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ
る
が
、
馬
十
連
が
吉
原
関
係
者
を
多
く
含

ん
で
い
た
こ
と
が
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
桜
痴

は
、水
野
筑
後
守
の
屋
敷
に
身
を
寄
せ
て
い
た
頃
か
ら
、吉
原
に
足
繁
く
通
っ

て
お（

３５
）り、
明
治
以
降
に
は
花
街
の
大
通
人
と
称
さ
れ
、
大
門
に
そ
の
揮
毫
が

刻
ま
れ
る
ほ
ど
、
吉
原
と
の
関
係
は
深
く
な
っ
て
い（

３６
）た。

苟
庵
は
、「
驕
謾
、
遊
堕
、
多
言
、
雑
談
、
飽
酔
、
是
を
学
者
の
五
戒
と

す
る
也
」（
安
政
六
年
十
二
月
二
十
四
日
付
書
簡
）
と
訓
戒
し
て
い
る
が
、

江
戸
東
上
後
の
桜
痴
の
放
蕩
は
、
多
方
面
に
及
ぶ
活
動
の
主
要
な
土
台
と

な
っ
て
い
っ
た
。

遊
興
を
楽
し
む
馬
十
連
の
席
で
知
り
合
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
九
代

目
市
川
団
十
郎
で
あ
る
。
桜
痴
も
九
代
目
も
正
式
な
馬
十
連
の
メ
ン
バ
ー
で

は
な
か
っ
た（

３７
）が、
吉
原
で
放
蕩
を
尽
く
す
桜
痴
と
、
肉
親
（
八
代
目
団
十
郎
）

が
参
加
し
て
い
た
九
代
目
団
十
郎
と
が
、
馬
十
連
を
中
心
に
し
て
顔
を
合
わ

せ
た
と
し
て
も
、
不
思
議
は
な
い
。
両
者
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
後
に
演
劇

改
良
運
動
が
推
進
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
竺
仙
は
『
恩
』
序
文
に
「
僕
之
有
今
日
。
出
于
香

以
秀
民
是
仏
三
大
人
誘
掖
之
恩
者
多
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
豪
商
、
細

木
香
以
と
も
親
し
く
交
際
し
て
い
た
。奉
公
先
で
こ
の
香
以
に
可
愛
が
ら
れ
、

年
を
経
て
か
ら
彼
の
小
伝
を
執
筆
し
た
の
が
、
仮
名
垣
魯
文
で
あ（

３８
）る。

桜
痴
は
慶
応
四
年
頃
に
、
浅
草
馬
道
に
居
を
構
え
て
い
た
が
、
魯
文
は
そ

の
真
向
か
い
に
住
ん
で
お
り
、共
に
吉
原
へ
繰
り
込
ん
で
行
く
仲
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
頃
に
、
英
語
塾
を
開
い
た
桜
痴
は
、
そ
こ
の
「
受
附
な
り
会
計
な

り
が
魯
文
に
山
々
亭
有
人
」（
嘯
月
生
「
桜
痴
居
士
」
前
出
）
を
据
え
て
お

り
、
戯
作
者
魯
文
が
維
新
後
、『
仮
名
読
新
聞
』
を
発
行
し
、
新
聞
業
へ
参

入
す
る
の
は
、『
江
湖
新
聞
』
を
手
掛
け
た
桜
痴
の
経
験
か
ら
、
影
響
を
受

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
魯
文
の
友
人
で
あ
る
山
々
亭
有
人
と
も
、

桜
痴
は
親
し
い
仲
で
あ
っ
た
。
桜
痴
が
筆
禍
を
蒙
っ
た
『
江
湖
新
聞
』
の
発

行
に
は
、
有
人
が
協
力
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
お
り
、
ま
た
後
年
、『
東
京

日
日
新
聞
』
に
桜
痴
を
招
聘
し
た
人
物
で
も
あ（

３９
）る。
有
人
は
大
新
聞
と
な
っ

た
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
体
質
に
合
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
別
に
『
警
察
新

（
４０
）報』
そ
し
て
『
や
ま
と
新（

４１
）聞』
を
発
行
す
る
が
、
有
人
が
新
聞
人
と
し
て

立
脚
す
る
根
底
に
は
、
や
は
り
『
江
湖
新
聞
』
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
と

見
て
良
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

桜
痴
は
、「
生
来
そ
の
家
庭
の
教
育
は
長
崎
地
役
人
の
風
に
同
か
ら
ざ
る
」

（「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
一
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
六

日
）
家
に
育
っ
た
と
、
認
識
し
て
い
た
。
父
、
苟
庵
は
長
門
国
の
出
で
あ
り
、

そ
の
養
父
、
嘉
昌
も
讃
岐
国
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
福
地
家
で
は
長
崎
と
い

う
風
土
を
、
客
観
視
で
き
る
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
桜
痴
自
身
も

「
長
崎
士
人
の
気
風
に
合
は
」
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
苟

庵
の
手
紙
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
そ
の
着
道
楽
ぶ
り
や
、
生
真
面
目
な
「
出

精
家
」
と
は
言
い
難
い
遊
興
の
様
子
な
ど
を
見
る
と
、
近
世
長
崎
で
生
ま
れ

育
っ
た
桜
痴
に
は
、
紛
れ
も
な
く
長
崎
人
と
し
て
の
気
風
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

ま
た
苟
庵
が
桜
痴
に
蘭
学
な
ど
を
学
ば
せ
た
の
も
、
海
外
に
開
か
れ
た
長
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崎
と
い
う
土
地
柄
の
影
響
が
大
き
い
。
長
崎
を
地
盤
と
し
て
い
た
苟
庵
の
人

脈
が
、
上
京
後
の
桜
痴
に
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
政
情
の
混
乱
と
激
変
、
そ
し
て
苟
庵
が
心
配
し
た
桜
痴
自
身
の

性
分
が
、
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
「
有
用
の
人
」
か
ら
逸
脱

さ
せ
る
ひ
と
つ
の
要
因
と
も
な
っ
た
。

今
日
、
桜
痴
の
生
涯
を
評
し
て
、「
天
分
の
動
く
ま
ま
に
失
脚
」（
柳
田
泉

「
福
地
桜
痴
」『
福
地
桜
痴
集
』
筑
摩
書
房

昭
和
四
十
一
年
）
し
た
人
物

で
あ
る
と
か
、「
ひ
た
す
ら
権
力
者
に
身
を
よ
せ
、
政
治
的
な
流
れ
に
従
っ

て
一
身
を
処
す
る
者
」（
飯
田
鼎
「
福
地
桜
痴
と
福
沢
諭
吉
―
―
『
懐
往
事

談
』
と
『
福
翁
自
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
三
田
学
会
雑
誌
』
平
成
二
年

一
月
）
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
認
識
が
多
く
見
ら
れ
る
。
桜
痴
は
一
見
、
無

軌
道
で
「
無
用
」
の
人
材
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
旧
幕
時
代

か
ら
の
高
官
と
の
縁
や
遊
興
で
の
人
脈
な
ど
を
通
し
、
多
領
域
の
人
士
と
親

交
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
、
明
治
以
降
の
新
聞
や
歌
舞
伎
に
関
わ
る
慣
習
及

び
意
識
を
変
え
さ
せ
て
い
く
根
元
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
歌

舞
伎
の
旗
手
で
あ
っ
た
岡
本
綺
堂
は
、「
演
劇
改
良
会
そ
の
他
が
劇
の
向
上

を
促
し
て
、
局
外
の
文
士
で
劇
作
に
筆
を
染
め
る
人
が
お
い
お
い
現
れ
て
き

た
」（
岡
本
綺
堂
「
そ
の
頃
の
戯
曲
界
」『
ラ
ン
プ
の
下
に
て
』
岩
波
書
店

平
成
十
三
年
）
と
述
べ
て
お
り
、
面
識
の
あ
っ
た
桜
痴
の
活
動
が
新
し
い
局

面
を
切
り
開
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

福
地
桜
痴
の
仕
事
を
見
据
え
る
際
に
、
幕
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
矜
恃
だ
け

で
な
く
、
幕
末
長
崎
の
知
的
状
況
や
、
長
崎
人
と
い
う
気
風
を
考
慮
す
る
と
、

「
失
敗
者
と
な
つ
て
、
没
落
し
た
人
」（
守
随
憲
治
「
福
地
桜
痴
論
」『
国
語

と
国
文
学
』
昭
和
二
十
一
年
十
月
）
な
ど
と
は
、
ま
た
違
っ
た
側
面
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（
１
）
桜
痴
の
逝
去
は
明
治
三
十
九
年
一
月
四
日
。

（
２
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
九
日

（
３
）
拙
稿
「
岡
本
敬
之
助
と
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
交
友
」『
日
本
近
代

文
学
』
平
成
二
十
一
年
五
月
、「
山
々
亭
有
人
『
流行

英
語
都
々
逸
』
の

周
辺
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
平
成
二
十
二
年
十
二
月
参
照

（
４
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
十
七
年
六
月
二
十
八
日

（
５
）
日
本
近
代
文
学
館
に
は
苟
庵
が
友
人
達
と
詠
ん
だ
連
歌
や
俳
句
が
数

点
残
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
野
崎
左
文
が
保
管
し
て
い
た
こ
の
略
伝
は
、「
明
治
十
八
年
中
、
余

が
今
日
新
聞
社
に
在
り
て
、
広
く
日
本
十
二
傑
の
投
票
を
募
り
し
時
、

氏
は
新
聞
記
者
と
し
て
最
高
点
を
得
ら
れ
し
か
ば
、（
中
略
）
一
日
氏

を
自
邸
に
訪
れ
、
そ
の
閲
歴
を
聞
か
ん
こ
と
を
乞
ひ
し
に
（
中
略
）
翌

朝
余
の
許
へ
送
り
越
さ
れ
し
も
の
」（「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
一
『
東

京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
六
日
）
で
あ
る
。

（
７
）
「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
十
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一

月
二
十
日

（
８
）
桜
痴
生
前
に
逸
話
を
記
し
た
嘯
月
生
も
「
安
政
四
年
の
冬
筑
後
守
に

連
れ
ら
れ
て
初
め
て
長
崎
を
立
て
江
戸
へ
来
た
」（「
桜
痴
居
士
」『
文

芸
倶
楽
部
』
明
治
三
十
二
年
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
桜
痴
の

書
生
で
あ
っ
た
榎
本
破
笠
の
「
桜
痴
の
逸
話
と
断
片
」（『
桜
痴
居
士
と

市
川
団
十
郎
』
国
光
社

明
治
三
十
六
年
）
に
も
、
こ
の
逸
話
と
ほ
ぼ

同
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
行
三
「
桜
痴
居
士
年
譜
」（『
学

苑
』
昭
和
三
十
三
年
五
月
）
も
安
政
四
年
説
を
唱
え
て
い
る
。
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（
９
）
桜
痴
の
回
顧
録
「
懐
往
事
談
」
で
は
、「
安
政

六
年

是
よ
り
先
、
余
は
郷

里
な
る
長
崎
を
出
で
、
江
戸
に
来
り
」（『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
五
年

十
二
月
二
十
三
日
）
と
、
上
京
年
時
は
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。

（
１０
）
二
木
慶
「
福
地
桜
痴
」『
学
苑
』
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
、
鈴
木
祥

造
「
福
地
桜
痴
の
歴
史
観
に
つ
い
て
」『
歴
史
研
究
』
昭
和
四
十
四
年

十
二
月
、『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
八
巻

昭
和
女
子
大
学
近
代
文

学
研
究
室
編
集
発
行

昭
和
四
十
七
年
ほ
か
。

（
１１
）
咸
臨
丸
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
回
船
し
、
長
崎
で
操
船
指
導
に
当
た
っ
た

フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
の
回
想
録
に
、「
エ
ド
号
お
よ
び
咸
臨

丸
の
二
船
は
、
艦
長
役
の
勝
お
よ
び
矢
田
堀
両
氏
指
揮
の
下
に
、
江
戸

へ
向
け
出
向
の
準
備
を
行
な
っ
た
」（『
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
』
東

洋
文
庫

昭
和
三
十
九
年
）
と
あ
り
、
ま
た
正
綱
数
道
「
幕
府
軍
艦
咸

臨
丸
の
要
目
に
つ
い
て
」（『
日
本
造
船
学
会
誌
』
平
成
十
五
年
七
月
）

に
も
、
安
政
五
年
江
戸
に
回
航
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１２
）
「
景
蔵
、
麟
太
郎
、
亨
次
郎
儀
、
阿
蘭
陀
よ
り
貢
献
之
蒸
気
船
、
運

用
其
外
伝
習
御
用
相
勤
、
一
船
之
儀
、
重
立
取
扱
候
様
、
伊
勢
守
殿
被

仰
渡
候
」（「
手
頭
留

六
」『
長
崎
幕
末
史
料
大
成
』
３

開
国
対
策

編
Ⅰ

長
崎
文
献
社

昭
和
四
十
五
年
）

（
１３
）
「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
二
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一

月
七
日

（
１４
）
『
温
恭
院
殿
御
実
記
』
安
政
四
年
四
月
十
五
日
の
項
に
、「
御
役
替

〔
忠
徳
〕

（
中
略
）
一

長
崎
奉
行
兼
帯

御
勘
定
奉
行

水
野
筑
後
守
」
と
あ

り
、
同
日
付
で
、
水
野
筑
後
守
と
岩
瀬
伊
賀
守
忠
震
へ
「
長
崎
表
江
為
二

御
用
一

被
レ

遣
候
」
と
の
申
し
渡
し
が
あ
る
。
こ
の
日
、
水
野
筑
後
守
の

長
崎
奉
行
着
任
と
、
長
崎
行
き
が
決
定
し
た
。
ま
た
同
書
、
安
政
四
年

十
二
月
三
日
の
記
事
に
「
御
役
替
」
と
し
て
、「
田
安
殿
家
老

松
平
河
内
守
跡

〔
忠
徳
〕

御
勘
定
奉
行

長
崎
奉
行

兼
帯

水
野
筑
後
守
」
と
あ
り
、
こ
の
日
、
長
崎
奉
行
か

ら
の
転
任
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。（『
続
徳
川
実
記
』
第
三
編

吉
川
弘

文
館

平
成
三
年
）

（
１５
）
亀
田
一
邦
「
福
地
苟
庵
小
伝
」『
幕
末
防
長
儒
医
の
研
究
』
知
泉
書

館

平
成
十
八
年

（
１６
）
「
廣
川
忠
左
衛
門
殿
様
、愚
老
よ
り
も
呉
々
御
懇
篤
を
難
有
か
る
趣
、

御
通
達
可
然
可
被
申
上
候
。
何
事
も
水
野
公
江
奉
委
候
而
、
貞
実
第
一

ニ
勤
業
可
有
之
候
。
水
野
公
ハ
、
苟
に
も
不
直
の
事
、
御
嫌
ひ
に
存
候
」

（
安
政
六
年
四
月
二
十
六
日
付
書
簡
）、「
是
全
く
水
野
公
、
柴
田
公
、

平
山
公
、
及
び
森
山
メ
ー
ス
（
論
者
注

m
eester

オ
ラ
ン
ダ
語

で
先
生
の
意
）
厚
き
引
立
故
な
る
べ
し
。（
中
略
）
此
節
老
父
よ
り
水

野
公
、
柴
田
公
、
森
山
先
生
へ
謝
牘
出
し
申
候
」（
安
政
六
年
八
月
十

七
日
付
書
簡
）、「
水
筑
公
又
々
外
国
奉
行
ニ
而
、
西
洋
行
目
出
度
御
事

ニ
ハ
候
へ
ど
も
、
洋
行
ハ
定
而
御
迷
惑
御
事
と
存
候
」（
文
久
元
年
六

月
十
五
日
付
書
簡
）

（
１７
）
福
沢
諭
吉
『
福
翁
自
伝
』（
岩
波
書
店

昭
和
五
十
八
年
）
に
は

「
小
石
川
水
道
町
」
と
記
し
て
あ
る
。
金
剛
寺
坂
上
と
小
石
川
水
道
町

は
現
在
の
後
楽
園
駅
周
辺
に
位
置
し
て
お
り
、近
隣
に
位
置
し
て
い
る
。

桜
痴
と
福
沢
の
差
は
、
地
名
の
認
識
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
１８
）
『
福
翁
自
伝
』
前
出

（
１９
）
嘉
永
六
年
七
月
十
八
日
、
長
崎
に
入
港
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
を

指
す
。

（
２０
）
『
大
日
本
古
文
書
』
幕
末
外
国
関
係
文
書
３

東
京
帝
国
大
学

明

治
四
十
四
年
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（
２１
）
「
文
化
年
中
、
露
人
、
北
陸
に
寇
す
と
聴
き
、
家
を
携
て
松
前
に
至

り
居
る
こ
と
三
年
」（
福
地
桜
痴
「
石
橋
先
生
伝
」『
東
京
日
日
新
聞
』

明
治
十
七
年
六
月
二
十
八
日
）

（
２２
）
高
野
明
・
島
田
陽
訳
『
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
日
本
渡
航
記
』
雄
松
堂
書

店

昭
和
四
十
四
年

（
２３
）
「
安
政
六
年
（
時
に
十
九
）
五
月
横
浜
開
港
各
国
公
使
江
戸
在
留
の

時
に
際
し
幕
府
は
通
弁
官
を
求
め
た
り
源
一
郎
乃
ち
外
国
奉
行
支
配
の

通
弁
御
用
雇
と
な
り
十
人
扶
持
を
被
下
て
横
浜
江
戸
の
間
に
往
来
し
た

り
」（「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
二
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年

一
月
七
日
）。
当
時
の
通
訳
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
木
村
直
樹
『〈
通
訳
〉

た
ち
の
幕
末
維
新
』（
吉
川
弘
文
館

平
成
二
十
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
２４
）
書
簡
を
収
納
し
た
木
箱
の
蓋
の
文
面
で
あ
る
。

（
２５
）
「
嘉
昌
翁
ハ
、
元
讃
州
丸
亀
藩
士
矢
野
某
の
子
な
り
。
家
を
去
て
、

医
を
学
び
、
京
師
に
来
て
、
福
地
源
輔
の
養
子
と
な
り
（
中
略
）
苟
庵

（
中
略
）
寛
政
七
年
正
月
九
日
を
以
て
長
門
国
府
中
に
生
る
。
其
父
を

岸
田
丈
右
衛
門
と
云
ふ
。
長
門
藩
士
剣
術
師
範
家
な
り
（
中
略
）
嘉
昌

翁
子
な
く
、
唯
一
女
子
あ
る
の
み
な
れ
バ
、
先
生
を
養
子
と
し
、
娶
す
」

（「
石
橋
先
生
伝
」
二
十
八
日

前
出
）

（
２６
）
桜
痴
は
養
子
入
り
し
た
一
年
後
に
、「
内
外
不
折
合
の
た
め
に
是
非

な
く
離
縁
と
な
り
て
、
養
家
を
放
逐
」（「
桜
痴
居
士
自
筆
小
伝
」
一

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
六
日
）
さ
れ
た
。

プ
ロ
イ
ス

（
２７
）
日
本
と
の
国
交
交
渉
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
孛
漏
生
国
に
は
、
オ
ラ

ン
ダ
語
に
通
じ
た
人
材
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
米
国
公
使
館
の

通
弁
官
で
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
が
、
同
国
の
た
め
に
通
訳
を
行
っ
て

い
た
。（「
懐
往
事
談
」
第
六
回
『
国
民
之
友
』
明
治
二
十
六
年
三
月
二

十
三
日
）

（
２８
）
近
代
文
学
館
蔵
の
『〔
有
馬
温
泉
に
お
け
る
連
歌
と
そ
の
書
き
付
け

（
苟
庵
文
）〕』
に
、「
文
久
元
年

島
田
橘
園
ぬ
し
と
ゝ
も
に
、
浪
花

に
旅
住
居
せ
し
が
、
ふ
と
有
馬
の
湯
治
を
お
も
ひ
た
ち
、
五
月
の
五
日

に
浪
花
を
出
、
翌
六
日
有
馬
に
着
（
中
略
）
五
月
八
日

石
橋
認
」
と

あ
る
。
同
書
は
縦
十
二
・
〇
×
横
三
四
・
二
㎝
の
仮
綴
、
五
丁
の
自
筆

本
で
あ
る
。

（
２９
）
本
文
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
文
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。「
申

迄
も
な
け
れ
ど
、
諸
事
丁
寧
に
し
て
多
言
を
慎
む
べ
し
」（
安
政
五
年

十
二
月
二
十
四
日
付
書
簡
）、「
と
か
く
い
ら
ぬ
口
を
き
く
事
、
誠
ニ
慎

む
べ
き
事
也
。
諺
の
如
く
、
口
ハ
禍
門
た
る
事
、
兼
々
心
得
べ
し
」（
安

政
六
年
四
月
二
十
六
日
付
書
簡
）、「
追
々
申
遣
候
通
り
、
人
の
所
長
を

聞
て
、
己
が
所
長
を
バ
漫
説
せ
ぬ
が
第
一
の
心
が
け
也
」（
安
政
六
年

七
月
二
十
五
日
付
書
簡
）、「
謙
譲
を
専
と
し
て
、
人
の
嫉
妬
を
免
る
ゝ

事
、
第
一
の
心
が
け
也
」（
安
政
六
年
八
月
十
七
日
付
書
簡
）、「
と
か

く
譲
論
を
旨
と
し
て
、
篤
実
の
風
あ
ら
ま
ほ
し
く
候
」（
文
久
元
年
十

月
十
五
日
付
書
簡
）
な
ど
。

（
３０
）
「
新
聞
紙
実
録
」『
福
地
桜
痴
集
』
筑
摩
書
房

昭
和
四
十
一
年

（
３１
）
こ
の
ほ
か
、「
京
の
女
郎
に
江
戸
の
は
り
を
も
た
せ
、
長
崎
の
衣
裳

を
き
せ
て
、
大
坂
の
揚
屋
で
あ
そ
ぶ
べ
し
と
ハ
、
古
ひ
言
伝
へ
な
り
」

（「
君
粧
俚
評
」『
澪
標
』
天
明
三
年
刊

寛
政
十
年
再
板

国
会
図
書

館
本
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

（
３２
）
「
衣
服
も
私
服
ハ
廉
な
る
に
如
ハ
な
し
」（
万
延
元
年
閏
三
月
七
日

付
書
簡
）

（
３３
）
柏
木
探
古
（
貨
一
郎
）
か
。
探
古
は
求
古
会
と
い
う
九
代
目
団
十
郎
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の
演
劇
改
良
研
究
機
関
に
参
加
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。（
拙
稿
「
岡

本
敬
之
助
と
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
交
友
」『
日
本
近
代
文
学
』
平
成

二
十
一
年
五
月
参
照
）

（
３４
）
『
桜
痴
居
士
と
市
川
団
十
郎
』
国
光
社

明
治
三
十
六
年

（
３５
）
近
藤
蕉
雨
「
花
柳
史
上
の
桜
痴
居
士
」『
文
芸
倶
楽
部
』
明
治
三
十

九
年
二
月

（
３６
）
佐
々
木
秀
二
郎
『
新
聞
記
者
列
伝
』
共
同
社

明
治
十
三
年
。
ま
た

明
治
十
四
年
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
鉄
柱
の
大
門
に
は
、
吉
原
の
会
所

に
依
頼
さ
れ
、
桜
痴
が
揮
毫
し
た
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

（
３７
）
拙
稿
「
九
代
目
市
川
団
十
郎
と
福
地
桜
痴
出
会
い
の
場
、
馬
十
連
に

つ
い
て
」『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』
平
成
二
十
三
年
四
月
参
照

（
３８
）
仮
名
垣
魯
文
「
再
来
紀
文
廓
花
街
」『
歌
舞
伎
新
報
』
明
治
十
三
年

十
二
月
十
七
日
〜
明
治
十
四
年
四
月
二
十
三
日

（
３９
）
土
谷
桃
子
『
江
戸
と
明
治
を
生
き
た
戯
作
者

山
々
亭
有
人
・
条
野

採
菊
散
人
』
近
代
文
芸
社

平
成
二
十
一
年

（
４０
）
明
治
十
七
年
十
月
四
日
創
刊

（
４１
）
明
治
十
九
年
十
月
七
日
創
刊

〔
付
記
〕
資
料
の
閲
覧
等
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
日
本
近
代
文
学

館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
研
究
は
、
科
研
費
若
手
研
究

Ｂ
「
福
地
桜
痴
を
中
心
と
し
た
幕
末
明
治
の
文
芸
に
関
す
る
総
合
的
研

究
」（
課
題
番
号
二
四
七
二
〇
一
一
九
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
に
わ
み
さ
と

国
文
学
研
究
資
料
館
機
関
研
究
員
）
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